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日本小児看護学会第36回学術集会 日程表
第1日目　2026年7月4日土

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場

中ホール・大地《1F》 映像ホール《2F》 展示ギャラリー1《6F》 交流ホール《6F》
会期後オンデマンド配信あり

8:00

9:00

9:30-9:55
開会式（演奏会）

10:00
10:00-10:40
会長講演

「不確実性」にどう向き合うか
演者：山下 早苗　座長：江本 リナ

10:20-11:40
テーマセッション 1
小児の急変・蘇生時の家族ケア：蘇生
ガイドラインを紐解き、明日からの一
歩をともに踏み出そう
代表者：天野 秀基

10:20-11:40
テーマセッション 2
この子ときょうだいを、どう支えてい
けるのか －病院の外とつながるときに
生まれる迷いを語る
代表者：畑中 めぐみ

10:20-11:40
テーマセッション 3
マルトリートメント事例に対してチー
ムが不協和音を乗り越えるための看護
師の役割
代表者：川口 めぐみ

11:00
10:50-11:40
基調講演
看護職の「徳」と組織の「ハーモニー」
演者：小西 恵美子
座長：山下 早苗

12:00

12:10-13:10
ランチョンセミナー 1
こどものそばにいる人を守れています
か？ ～家族支援と抗がん剤曝露の視点
から～
演者：太田 有美・加藤 由香
座長：田崎 あゆみ13:00

13:30-15:30
シンポジウム 1
遺伝医療
演者：�清水 健司・堀内 泰江・.

山口 有子
座長：池田 綾子・倉田 慶子

13:40-15:00
テーマセッション 7
医療をめぐり思春期の子どもと親の意
見が異なるとき、どうする？
代表者：井上 みゆき

13:40-15:00
テーマセッション 8
子どもの苦痛緩和を目指したPMEC 
スタッフ研修会の取り組みについて 
～プレパレーションに関する話題提供
から～
代表者：平田 美紀

13:40-14:40
テーマセッション 9
小児看護におけるグリーフケアの拡充 
－病気の子どもを亡くす家族と親を亡
くす子どもへの実践的支援と多職種協
働－
代表者：高橋 恵

14:00

15:00
15:00-16:00
テーマセッション 13
小児医療がつなぐ子どもを亡くした家
族へのグリーフケア －ボランティアと
の協働による支援の可能性－
代表者：岡 澄子

15:20-16:40
テーマセッション 11
PICUを退室したこどもと家族への看
護を考えよう！ ～こどもの集中治療後
症候群（PICS-p）って、知っています
か？～
代表者：本田 真也

15:20-16:40
テーマセッション 12
＜災害対策委員会＞
南海トラフ地震に備える！災害時に誰
も取り残さないために看護ができるこ
と －医療的ケア児とその家族を災害時
に支えるための仕組みをつなぐ－
代表者：田﨑 あゆみ

16:00
15:50-16:50
特別講演／市民公開講座
徳川家康公の「リーダーシップ」と 

「サスティナビリティ」
演者：小和田 哲男
座長：内藤 美樹

16:20-17:10
一般演題　口演8
子育て支援・虐待
座長：井上 由紀子

17:00

17:10-18:30
会員集会

18:00

共催：株式会社ジェイ・エム・エス
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第1日目　2026年7月4日土
第5会場 第6会場 第7会場 第8会場 ポスター会場

会議室 910《9F》 会議室 1001-1《10F》 会議室 1001-2《10F》 会議ホール・風《11F》 大ホール・海《1F》

8:00

8:45-9:40
ポスター貼付 9:00

9:40-13:30
ポスター閲覧

10:00

10:20-11:40
テーマセッション 4
社会的入院状態にある『社会的
養護を必要とする医療的ケア児』
について知ろう！
代表者：萩原 綾子

10:20-11:40
テーマセッション 5
希少遺伝性疾患の視点から医療
的ケア児の支援を考える
代表者：北村 千章

10:20-11:40
テーマセッション 6
保育所等で医療的ケア児が安全
に生活する環境づくり
代表者：鈴木 千琴

10:30-11:40
一般演題　口演1
こどもと家族への看護技術1
座長：込山 洋美 11:00

12:00

12:10-13:10
ランチョンセミナー 2

「携帯電話の電磁波って危ない
の？」 －WHOの見解を紹介し
ます－
演者：大久保 千代次
座長：室谷 真一

12:10-13:10
ランチョンセミナー 3
小児領域の環境整備とおもちゃ
の感染対策：イオンレス®（次亜
塩素酸水）を用いた取り組み
演者：三浦 美穂
座長：平馬 知実

12:10-13:10
ランチョンセミナー 4
“量が多い気がする・・・”にど
う向き合う？ こどもとできる過
多月経の評価
演者：小倉 妙美
座長：髙野 弥奈 13:00

13:30-14:20
一般演題　口演3
こどもの病気の体験・家族の
体験2
座長：河俣 あゆみ

13:30-14:00
指定討議A13:40-14:30

一般演題　口演2
こどもの病気の体験・家族の
体験1
座長：河上 智香

13:40-14:30
一般演題　口演4
こどもと家族への看護技術2
座長：市原 真穂

13:40-14:40
テーマセッション 10
小児における特定行為の現状と
課題、展望
代表者：中村 雅恵

14:00
14:00-15:50
ポスター閲覧

14:40-15:50
一般演題　口演5
こどもと家族への看護技術3
座長：来生 奈巳子

14:50-15:50
テーマセッション 14
ともに生きる力を育む演劇ワー
クショップ －医療的ケア児と家
族、そして地域とのきずなを支
える災害時共助－
代表者：松下 聖子

14:50-15:40
一般演題　口演6
看護倫理・意思決定支援
座長：西田 志穗

15:00
15:00-15:50
一般演題　口演7
入退院支援・チーム連携
座長：涌水 理恵

15:50-16:20
指定討議B

16:00
16:00-17:10
一般演題　口演10
小児看護教育1
座長：柴 邦代

16:10-17:10
テーマセッション 15
孤立する親子を社会へつなぐ、
メンタルヘルスの課題をもつ子
どもを支える訪問看護師をどう
育てるか？
代表者：荒木 暁子

16:10-17:10
一般演題　口演9
こどものセルフケア・成人移行1 
座長：薬師神 裕子

16:10-17:10
テーマセッション 16
身体拘束からの脱却 －こどもの
尊厳と安全を両立させるために－
代表者：相澤 恵子

16:20-17:00
ポスター閲覧

17:00

18:00

共催：�一般財団法人電気安全環境研究所
電磁界情報センター

共催：二プロ株式会社 共催：武田薬品工業株式会社
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日本小児看護学会第36回学術集会 日程表
第2日目　2026年7月5日日

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場

中ホール・大地（1F） 映像ホール（2F） 展示ギャラリー1（6F） 交流ホール（6F）
会期後オンデマンド配信あり

8:00
8:00-9:00
モーニングセミナー
“できない”をなくすために －退院後の
生活から考える子どもたちの可能性を
広げる支援の実践－
演者：池畑 健太・前田 優花・尾﨑 七海
座長：下野 純平

9:00
 9:00-10:20
テーマセッション 17
小児看護におけるグリーフサポートの
第一歩 ～家族・きょうだい、そして医
療者のグリーフを『知り』『語り合う』
代表者：藤田 紋佳

9:00-10:20
テーマセッション 18
＜倫理委員会＞
モラルディストレス、経験していませ
んか？ ～みんなで苦悩を語り合い、明
日からの倫理的実践への支えとする～
代表者：平田 美佳

9:00-10:20
テーマセッション 19
慢性疾患をもつ子どもの就園支援のこ
れから －自立支援員とともにつくる支
援のかたち－
代表者：仁尾 かおり

9:20-10:20
教育講演1
こどもの遊びの世界
演者：松平 千佳
座長：市江 和子

10:00

10:40-11:40
特別企画
多職種で子ども達を支える －ホスピタ
ル・ファシリティドッグ®との協働－
演者：�森田 優子・加藤 由香・.

深澤 一菜子・谷口 めぐみ・.
山本 広絵

座長：小澤 久美

10:40-11:40
テーマセッション 24
＜国際交流委員会＞
外国につながる子どもと家族への対応
－伝わる説明と対話の工夫－
代表者：富岡 晶子

10:40-11:40
一般演題　口演11
在宅支援・訪問看護・継続看護
座長：岡田 摩理

10:40-11:40
テーマセッション 25
就学支援：医療的ケア児と家族の経験
への理解を深める －写真集『透明人間』 
写真と母親の語りから－
代表者：本間 誠淳

11:00

12:00

12:10-13:10
ランチョンセミナー 5
治療を続けながら“こどもらしい時間”
を守る ～急性リンパ性白血病と在宅ケ
アの最新トピックス～
演者：古賀 友紀・小出 郁也
座長：加藤 由香13:00

13:10-14:10
教育講演2
南海トラフ巨大地震への備え
演者：尾池 和夫
座長：塩飽 仁

13:40-15:00
テーマセッション 29
医療的ケア児の育ちを支える保育の中
の看護の力とは ～すべてのこどもが一
緒に生活することをあたりまえに～
代表者：阿久澤 智恵子

13:40-15:00
テーマセッション 30
＜教育委員会＞
あなたの実践、他の人に伝えられてい
ますか？ －思考発話を通して臨床判
断・実践力を身につけよう！－
代表者：河俣 あゆみ

13:40-15:00
テーマセッション 31
こどもの「こえ」が届くケア環境 理論
を通した現場課題の解決
代表者：鈴木 千琴

14:00

14:20-16:20
シンポジウム 2

「こどもの貧困」  
～見えない貧困を可視化する～
演者：�岡本 周佳・ブローハン 聡・.

飯沼 直樹
座長：齊藤 麻子・宮谷 恵

15:00

15:20-16:40
テーマセッション 33
重症心身障がい児の短期入所における
看護職の実践と家族の思いへの歩み寄り
代表者：池田 麻左子

15:20-16:40
テーマセッション 34
小児緩和ケアについて学び、語り合お
う！第4弾 －こどもの文化を大切にし
たケアとは－
代表者：石浦 光世

15:20-16:40
テーマセッション 35
こどもや家族との体験を共有してみま
せんか？ ～エピソード記述を用いた
ふりかえりから～
代表者：奈良間 美保

16:00

16:45-16:55 閉会式
17:00

18:00

共催：�アムジェン株式会社 /.
アステラス製薬株式会社

共催：株式会社HABILIS
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第2日目　2026年7月5日日
第5会場 第6会場 第7会場 第8会場 ポスター会場

会議室 910（9F） 会議室 1001-1（10F） 会議室 1001-2（10F） 会議ホール・風（11F） 大ホール・海（1F）

8:00
8:00-11:10
ポスター閲覧

9:00
9:00-10:20
テーマセッション 20
＜診療報酬検討委員会＞
地域で生活するこどもたちに何
が起こっているか？ ～養育支援
体制加算の現状と課題～
代表者：萩原 綾子

9:00-10:20
テーマセッション 22
臨床の困りごとは、看護師が指
揮者になろう！～こどもと家族
と医療者のハーモニーを目指し
て～
代表者：太田 有美

9:00-10:20
テーマセッション 23
小児看護学教育における臨床判断
能力をいかに育てるか －DX・AI
活用による教育方法の再設計－
代表者：菊原 美緒

9:10-10:30
テーマセッション 21
新生児集中ケア認定看護師を
“育てる・活かす”現場のリアル
代表者：小西 美樹

10:00

10:40-11:40
テーマセッション 26
児童養護施設のこどもへの健康
支援 －生活の中で揺れるこども
の事例を通して－
代表者：森谷 由美子

10:40-11:40
テーマセッション 27
AI利用のDX教材『しゃべれるん』
で病気のこどもや母とのコミュ
ニケーションを実演しAIによる
評価を見てみよう！
代表者：前田 由紀

10:40-11:40
テーマセッション 28
症状志向×SBARで演習が変わ
る！思考プロセスを鍛えるシミ
ュレーションをデザインしよう
代表者：西田 志穗

10:50-11:40
一般演題　口演12
小児看護教育2
座長：高橋 衣

11:00

11:10-11:40
指定討議C

11:40-14:00
ポスター閲覧

12:00

12:10-13:10
ランチョンセミナー 6
緑茶の効能；感染症予防
演者：山田 浩
座長：加藤 一郎
共催：株式会社伊藤園

12:10-13:10
ランチョンセミナー 7
針穿刺時の子どもの痛みケア　
～”その一瞬”をもっとやさしく～
演者：峯 眞人・原田 香奈
座長：染谷 奈々子
共催：佐藤製薬株式会社

12:10-13:10
ランチョンセミナー 8
経験から科学へ。工学的手法で
解き明かす、これからの小児末
梢点滴固定の“最適解”を探る
演者：田久保 由美子
座長：臼井 雅美 13:00

13:40-14:50
一般演題　口演13
こどもの病気の体験・家族の 
体験3
座長：新家 一輝

13:40-14:50
一般演題　口演14
集中治療を必要とするこどもの
看護
座長：中山 真紀子

13:40-14:50
一般演題　口演15
こどもの健康支援・ヘルスプロ
モーション
座長：石浦 光世

13:40-15:00
テーマセッション 32
障がいや医療的ケアのある子ど
もたちとその家族が余暇・体験
活動への参加機会を創出するた
めの看護師の役割
代表者：阿部 裕乃

14:00
14:00-14:30
指定討議D

14:30-16:00
ポスター閲覧

15:00

15:10-16:20
一般演題　口演16
こどもの病気の体験・家族の 
体験4
座長：遠藤 晋作

15:10-16:20
一般演題　口演17
こどものセルフケア・成人移行2
座長：水野 芳子

15:10-16:30
テーマセッション 36
重症心身障害児の成長・発達を
見据えたケアを考えよう
代表者：仁宮 真紀

15:20-16:40
テーマセッション 37
集中治療領域からつなぐグリー
フケア ～切れ目のない支援を目
指して～
代表者：中込 佐知子

16:00
16:00-16:30
ポスター撤去

17:00

18:00

共催：アルケア株式会社


